
第56回(平 成13年 度)

日本 セラ ミックス協会賞表彰

本会会員 のうち,セ ラミックス産業の進歩発展 に資 し,本 会お よび業界 に対 する功績顕著 な方,セ ラミックス

の科学技術 の研 究な らびに技術上の業績顕著 な方に贈 る日本セラミックス協会賞については,協 会賞選考委員会

(功労賞選考委員会,学 術賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞 ・進歩賞選考委員会)に おいて,昨 年来,被 推薦候補

者(功 労賞は被推薦有資格者名簿か ら;学 術賞15件,進 歩賞9件,技 術賞10件,技 術奨励賞7件,功 績賞3件)

について慎重 に選考の結果,第56回(平 成13年 度)受 賞者候補者 として次の28件 の方々を選 び,1月25日 開催

の理事会に諮 られ受賞者 として決定 しました.こ こに受賞者の業績推薦理由を紹介 します.

なお,表 彰式 は,来 る5月17日(金)東 京(霞 が関 ビル内 東海大学校友会館)で 開催 される第77回 通常総会

の席上 において行われ ます.

受 賞 者 一 覧

[功労賞4件]

元 ・名古屋工業技術研究所 高嶋廣夫

宇部興産(株)中 東素男

元 ・福井工業大学 橋本八郎

元 ・秋田大学 林 久人

[学術賞7件]

東北大学 後藤 孝

物質 ・材料研究機構 物質研究所 田中英彦

三重大学 那須弘行

名古屋工業大学 野上正行

物質 ・材料研究機構 物質研究所 羽田 肇

大阪大学 町田憲一

東京工業大学 矢野豊彦

[進歩賞5件]

上智大学 相澤 守

東京工業大学 植田和茂

京都大学 藤田晃司

長岡技術科学大学 紅野安彦

豊橋技術科学大学 武藤浩行

[技術賞6件]

日本電気硝子(株)

グループ代表 稲田勝美

ほか 竹内宏和 ・坂本明彦

日本特殊陶業(株)

グループ代表 多島 容

ほか 服部善憲 ・浦島和浩 ・松原 桂

三菱マテリアル(株)

グループ代表 平野昌弘

ほか 竹内啓泰

HOYA(株)

グループ代表 広田慎一郎

ほか 藤本忠幸 ・宇野 賢 ・澤田浩之

東芝セラミックス(株)

グループ代表 北條顕道

ほか 村松文雄 ・松下純一(東 海大学)

TDK(株)基 礎材料研究所 淀川正忠

[技術奨励賞4件]

(株)INAX建 材研究所 川合秀治

(財)フ ァインセラミックスセンター 試験研究所

北岡 諭

HOYA(株)R&Dセ ンター 長澤弘幸

(株)東芝 研究開発センター 深澤孝幸

[功績賞2件]

長崎県窯業技術センター 福永昭夫

大阪府立産業技術総合研究所 宮本大樹

功労賞選 考委員会 委 員長:平 井敏雄,委 員:宇 田川 重和 ・曽我直 弘 ・柳 田博 明 ・岡村鐘雄 ・伊 奈輝三 ・山岸千丈 ・平 野眞一 ・佐 々

正 ・国分可紀

学術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励 賞 ・功績 賞選 考委員会 委員長:平 野眞一,委 員:〔 学術 賞 ・進 歩賞選考分科会〕 岡田 清 ・米屋

勝利 ・平尾 一之 ・森永健次 ・石崎幸 三 ・峠 登 ・神崎修三 ・吉川信一,〔技術 賞 ・技術 奨励 賞 ・功績 賞選考分科会〕津久 間孝次 ・藤沢寿

郎 ・田村信一 ・藤井清澄 ・近藤和夫 ・浜地幸生

Recipients of The 56th CerSJ Awards

注)写 真 は 日本 セ ラ ミ ックス協 会 賞賞牌(径7cm,中 央 部厚 さ1cm,デ ザイ ン 木村 四郎 氏)
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功労賞
たかしま ひろ お

局嶋 廣夫氏

陶磁器紬薬に関する研究と

陶磁器産業の発展に対する貢献

高嶋廣夫氏は昭和26年 通産省工業技

術庁陶磁器試験所(後の名古屋工業技術

研究所,現 在は産業技術総合研究所)に

入所以来,陶磁器 に関す る研究 に携わ り,

複雑な現 象を科学的,系 統的 に解明する

こ とによ り数 々の業績 を上 げ られ てい

る.特 に,紬 薬,顔 料の分野 において,

ジル コン顔料,ク ロムスズ ピンクな どの

顔料 の開発,失 透紬の分相現象の解明,

赤外線分光法 を用い た粕の構造の研 究,

ブリッ ト系紬 の耐食性の研究 など独創 的

な研 究を続 け られた.ま た,セ ラミック

吸着材 や陶磁器素地 において も新 しい研

究分野 を開拓 し,さ らに,昭 和56年 頃

か らはセラ ミックス赤外線放射体の研 究

において最先端 の成果 を上 げて,多 数の

企業 に技術指導 を行 うなど,新 規産業の

創出に貢献 した.退 官後 も,多 くの著書

の執筆 県や企業 のア ドバ イザ ー,講 演,

講義 な どによ り,技 術の普及,啓 蒙や人

材育成 に尽力 されてい る.以 上の ように

同氏 は陶磁 器産業 の発 展 に大 き く寄 与

し,ま た,当 協会への貢献 も多大であ り,

日本 セラ ミックス協会功労賞 に十分値す

る もの とし推薦す る.

略 歴 昭和26年 愛知県瀬戸窯業高校卒業.

同年陶磁器試験所に入所.同46年 ペンシルバ

ニァ州立大学客員研究員.同61年 科学技術長

官賞.同63年 大倉和親賞,平 成5年 名古屋工

業技術研究所退官.退 官後,窯 業高校専攻科

非常勤講師,栃木県,高知県,愛知県,島根県,

愛陶工などのアドバイザー.工 学博士.

功労嘗
なかひがし もと お

中東 素男氏

セラミックス製品の開発 ・事業化 と

産業界への貢献

中東素 男氏 は,昭 和24年 大 阪大学工

学部 を卒業,同 年宇部 興産(株)に 入社 し,

以後,化 学 を中心 に同社 の事業全般 にわ

たってその発展 に尽力 した.

昭和58年 には専務取締役 化学事業 本

部長 に就任 し,高 純度窒化ケ イ素粉末,

高強度炭化 ケイ素系連続繊維チ ラノ繊 維

な らびに各種誘電体セ ラ ミックスな どの

精密化学技術 を駆使 した技術開発 と事 業

化 において,研 究者,現 場技術者,経 営

者の視点 に立 ち,強い指導力 を発揮 した.

その結果,こ れらは独 自性の高い優 れた

製品に仕上が り,国 の内外 において高い

評価 を受 け,さ らに,そ の関連分野の技

術 の発展 に大 きく貢献 した.

昭和63年 以 降,同 社 の経 営全般 を担

うに至 り,平 成8年 には宇部セ メン ト工

場 に最新 鋭のNSPキ ル ンを備 えたプ ラ

ン トを完成 させ,セ メン トの生産性 を飛

躍的に向上 させ た.

平成4年 には,(株)超 高温材料研究セ

ンターお よび同研究所 の社長 に就任 し,

エネルギー ・環境問題解決の鍵 になる超

高温材料 の開発 にも指導 的役割 を果 た し

た.さ らに,同 氏 は数々の公職 を歴任 し,

産業界 の発展 に大 きく貢献 した.

以 上の ように,同 氏 の精密化学技術 を

駆使 した各種 セラ ミックス製品の開発 と

その事業化 における功績 お よび産業界

の発展へ の貢献 は多大 であ り,日 本 セラ

ミックス協 会功労 賞 に値 す る もの と し

て,こ こに推薦す る.

略 歴 昭和24年 大阪大学工学部応用化学科

卒業.同 年宇部興産(株)入社.昭 和58年 同社

専務取締役.昭 和63年 取締役副社長.昭 和64

年代表取締役副社長.平 成3年 代表取締役社

長。平成7年 代表取締役会長.平 成11年 相談

役.

功労賞
はしもと はちろう

橋本 八郎氏

ファイ ンセラ ミックスの合成 と評価 に

関す る基礎 的研 究 と協会 への貢献

橋本八郎氏は,昭 和32年 京都大学大

学院修士課程を修了し,同年通産省工業

技術院大阪工業技術試験所に勤務,昭 和

45年 から(株)東芝総合研究所,昭 和57

年か らは東芝 セラ ミックス(株)に 勤務 し

た.ま た昭和62年 か ら平成13年 までは

福井工業大学工学部教授 に奉職 した.

業績 の第一 は,新 素材 の創 出に関す る

貢献 である.ホ ッ トプ レス法 による焼結

過程 の研究 によ り,石 英 の転移機構,ア

ル ミナ焼結 の雰 囲気依存性,ホ ウ化物 ・

炭化物複合材 な どの新素材 を創 出 した.

また,近 年 ジルコニア とムライ トの研究

を進 め,両 素材 の優 れた特性 を併せ持つ

高強度 ・高靱性材料 の開発 に も成功 して

いる.

第二は,フ ァイ ンセラ ミックスの熱的

機械 的特性 の評価技術 を開発 し,新 素材

に対 し実用 化へ の道 を開い た こ とで あ

る.開 発 はガス ター ビンへ の適用 を図る

窒化 物材料 の研 究か ら始 まった.試 作 さ

れた焼結体 の解析 にあたって信頼性評価

手法 を導入 した.こ の手法が現在 フ ァイ

ンセ ラ ミックス物 性 評価 方法 の原 型 に

な っている.日 本セラ ミックス協会 にお

いて も企画委員会委員,セ ラ ミックス材

料 曲げ強 さ試 験法JIS原 案調査 作成委員

会委員,北 陸支部常任幹事.高 温 ・構造

材料 部会 の常 任理事 と副 部会 長 を務 め

た.

以上の ように,セ ラ ミックスの学術研

究 とともにセ ラミックス業界 お よび協会

への貢献 は甚大であ り,日 本セラ ミック

ス協会功労賞 に値する もの として推薦 す

る.

略 歴 昭和30年 京都工芸繊維大学窯業科卒

業.同32年 京都大学大学院工学研究科工業化

学専攻修士課程修了.同 年通商産業省入省,

工業技術院大阪工業技術試験所勤務.昭 和45

年(株)東芝入社,総 合研究所材料研究所主任

研究員,同57年 東芝セラミックス(株)技術本

部開発技術部主幹 同62年 福井工業大学工学

部教授,平 成13年 退職.
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功労賞
はやし ひさ と

林 久人氏

資源環境科学の研究と産業界への

貢献

林 久人氏は,昭 和35年 東京教育大

学大学院理学研究科博士課程修了後,旧

労働衛生研究所を経て昭和49年 秋田大

学に勤務 し,資 源環境科学分野の研究 と

教 育に携 わ り,多 くの人材の育成 に貢献

した.

同氏 は,粘 土鉱物,ア スベス トな どの

微小粒子物質の研究 に先進的分析 ・解析

機器 を積極的 に導入 して幾多の優 れた研

究成果 を上 げて きた.ま ず,混 合層粘土

鉱物,緑 色凝灰岩の沸石化な どの先導的

研究 を行い,粘 土科学の発 展 に寄与 した.

さらに,塵 肺 の研究に取 り組 み,作 業環

境や一般 大気中の微小粒子物 質のキャラ

クタリゼー ション手 法の開発 や各種鉱物

の表 面構 造 と生 体反 応 な どの研 究 を行

い,粉 体 を扱 う作業環境 や一般生活環境

中の粉塵 の計 測や発塵防止対策 などの課

題の解決 に大 きく貢献 した.さ らに,環

境 と調和 を図った鉱物資源の循環利用や

環境 汚染物質 の固定化 などの環境 に関わ

る研究 を行 い,有 用 な成果 を上 げた.

同氏 は,日 本粘土学会会長 をは じめ と

する国の内外 の関連学会の要職 を歴任 し

た.な お,当 協会 にお いて も,主 に支部

活動 を通 して協会 の発展 に寄与 し,当 協

会創立百周年支部功績賞 を受賞 した.

以上 のように,同 氏の資源環境科学分

野 にお ける研究業績,お よび産業界,協

会の発展への貢献 は多大であ り,日 本 セ

ラ ミックス協会功労賞 に値する もの とし

て,こ こに推薦す る.

略 歴 昭和29年 東京教育大学理学部卒業.

同35年 同学大学院理学研究科博士課程修了.

同年労働省入省(労働衛生研究所).同49年 秋

田大学鉱山学部教授.平 成9年 定年退官,同

学名誉教授.同 年(財)秋田県資源技術開発機

構副理事長.同3年 当協会創立百周年支部功

績賞,同 年労働大臣功績賞受賞.理 学博士.

学術賞
こ とう たかし

後藤 孝 氏

セラミックスの気相合成 と

高温特性の評価に関す る研 究

後藤 孝氏は,酸 化物 セ ラミックスお

よび窒化 物な どの各種非酸化物 セ ラミッ

クス をCVDや スパ ッター法 で合成 し,

その気相反応 プロセス についての基礎 的

な研究 を行 うとと もに,新 規セ ラミック

ス材料 を数多 く開発 した.特 に,後 藤氏

が 初 め て 合 成 に 成 功 し た 単 相 の

CVD-Ti3Sic2の 研 究は,こ の材料 につ い

ての先駆的な研究 として高 く評価 されて

いる.ま たCVDに よ り合成 したIr-Cナ

ノコンポ ジッ トは,酸 素セ ンサ ーの動作

温度 を飛躍的 に低 下がで きる可逆電極 と

して,実 用化 されつつある.溶 融法や焼

結法で も多 くの機 能性 セラ ミックスを合

成 し,そ れ らの熱 電特性や イオ ン伝導性

が優iれるこ とを明 らか に した.CVDで

合成 したSi基 セラ ミックスの超高 温 に

おける酸化挙動 に関す る研究 は,国 際的

に も高 く評価 され,著 名 な国際会議で多

くの招 待講 演 を行 って い る.さ らに腐

食 ・防食の研究 も幅広 く手掛け,金 属材

料 や熱 電材 料 のセ ラ ミックス被 覆 に よ

る耐食性 の向上 を可能 に した.

以 上,同 氏 の セ ラ ミックス の気相 合

成 と高 温特性 の 評価 に関す る研 究業 績

は国際 的評 価 も高 く,日 本 セ ラ ミック

ス協 会 学術 賞 に値 す る もの と して推薦

す る.

略 歴 昭和50年3月 東北大学工学部金属材

料工学科卒業.同53年12月 同博士課程中退.

同54年1月 同大学金属材料研究所助手.同63

年3月 同助教授.平 成10年4月 同教授.こ の

間,平成2年4月 から2年 間,英国アバディー

ン大学客員研究員.工 学博士.

学術賞
たなか ひでひこ

田中 英彦氏

炭化ケイ素の焼結と焼結理論に

関する研究

田中英彦 氏は,主 要な構造用 セラ ミッ

クスである炭化 ケイ素 の粉末合成 か ら焼

結 に至 るプロセス,お よび焼結理論 に関

す る新 しい分野 を開拓 した.以 下 に同氏

の研究業績の概要 を示す.

①Si-C-H-0か らな る有 機 プ レカー

サ ーか ら,極 めて高純度で易焼結性 の炭

化ケ イ素微 粉末 を直接 合成する手法 を開

発 した.こ の合成法は半 導体用 高純度製

品の原料 製造法 として工業化 された.

②A1-B-C系 化合物添 加 と脱COガ ス

による焼結法 を開発 し,約300℃ の低温

焼結化 を可能 とした.こ の焼結方法 は耐

摩耗部 品製造法 として工業化 された.ま

た,粒 子 の板柱状成長方法 を見 いだ し,

破壊靱性 の向上 を実現 した.

③表面 ・界面 エネルギ ーが焼結 と粒成

長 を駆動す るモデルを提案 し,拡 散経路

を厳密 に計算 して速度式 を導い た.こ れ

らは従来理論 にと らわれ ない独創的 な研

究 であ り,焼 結 と粒成長理論 に新 しい分

野を拓 いた.

以 上,同 氏 の 業績 はセ ラ ミックの科

学 と技 術 の両面 で 学界 な らび に産 業界

に大 き く貢 献 した もので あ り,日 本セ

ラ ミックス協 会 学術 賞 に値す る もの と

して推薦す る.

略 歴 昭和46年 東京工業大学無機材料工学

科卒業,同48年 同大学院無機材料工学専攻修

士課程修了,同52年 同博士課程修了,同 年武

蔵工業大学非常勤講師,同 年無機材質研究所

研究員,同59年 マックスプランク研究所客員

研究員,同60年 リヨン応用物理研究所招聰研

究員,現 在物質 ・材料研究機構主任研究員,

工学博士.
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学術賞
な す ひろゆき

那須 弘行氏

二次および三次非線形光学ガラスと

その設計指針の構築に関する研究

非線形光学ガ ラスは,超 高速大容量の

フォ トニ クス通信技術 の基幹 となること

が期待 されている材料 である.那 須弘行

氏 は,こ の非線形光学 ガラス研究 の草分

け的存在の一人である.

同氏 は,ま ず均質系 ガラスで非線形光

学効果 を第三高調波発生法 で測定 し,『高

屈折率 ガラスが高い三次 の非線形光学効

果 を示す ことを明 らかに した.特 にカル

コゲン化物ガ ラスの同氏 のデータは現在

で もトップデー タである.さ らにその機

構 をガラス構 造 との関係 で 明 らか に し

た.

分散系 ガラスでは,様 々な半導体 ナノ

粒子 をガラス中に析出 させ るこ とに成功

し,バ ルク並みの非線 形光 学効果 を得 て

いる,さ らに,ナ ノ微粒子 の量子 閉 じこ

め効果 にマ トリックスガラスが重要 な影

響 を与 えることを明 らかに した,
一方

,二次の非線形光学効 果では,様 々

なガラスに熱 ポー リング処理 を行 い,そ

れによ り等方的なガ ラスにおいて も第二

高調波が発生するこ とを見 いだ し,そ の

現象が ガラス中の非対称構造 と深 く関係

してい ることを明 らかに した.

以上の ように,同 氏 は二次 お よび三次

の非線形光学ガラスの開発 と設計 指針の

構築 に尽力 し,そ の顕著 な業績 は 日本セ

ラ ミックス協会学術 賞に値 する もの とし

て推薦す る.

略 歴 昭和49年 京都大学工学部工業化学科

入学.同58年 京都大学大学院工学研究科博士

課程修了.同58年 米国カリフォルニア大学ロ

サ ンゼルス校材料科学工学科博士研究員.同

61年 広島大学工学部H類 助手.平 成元年三重

大学工学部分子素材工学科助教授,現 在に至

る。同2年 日本セラミックス協会進歩賞受賞.

学術賞
の がみ まさゆき

野上 正行氏

ゾルーゲル法の特徴 をいか した

機 能性ガ ラスの創製

野上正行氏は,溶 融 法などで は実現が

困難 なガラスの作 製にゾル ーゲル法 を早

くか ら取 り入れ,そ の特徴 を生 か して光

学 的および電気的特性に優 れたガラスを

数多 く開発す るな ど,優 れた業績 を上 げ

て きた.そ の概要は次の ような ものであ

る.

①様 々な化合物半導体や金属 の微粒子

を ドープ したガラスの作製に成功 し,微

粒子 の量子サ イズ効果や非線形 光学特性

の解析 を行 った.さ らに,粒 径 の均 一性

に優 れた微粒子の ドーピングプロセス を

開発 した.

②永続 的なスペ ク トルホールバーニ ン

グを示す希土類 イオン ドー プガラス を開

発 し,形 成 され るホ ール は常温で も安定

であるこ とを示 した.そ のバーニ ング機

構 を希土類 イオンの局所構造解析な どを

基 に解 明 した.

③高 いプロ トン伝導性 を示すガ ラス を

合成 し,こ れ らのガラスが広い温度域で

高 い伝 導性 を有す るこ とを示 す と とも

に,そ の伝導機構 を明 らか にした.

以上 のガラス はいずれ も,同 氏が 世界

で初 めて合成 に成功 した ものであ り,さ

らにゾルーゲ ル法 に関す る基 礎 的研 究 に

おいて も貴重 な成果 を上げてい る.こ れ

らの研究業績 は,国 の内外か ら高 く評価

されてお り,日 本セ ラ ミックス協会学術

賞に値 する ものと して推薦す る.

略 歴1973年 名古屋工業大学大学院修了.

セントラル硝子(株),大 阪工業技術試験所,

愛知工業大学に勤務 し,現 在,名 古屋工業大

学材料工学科教授.

学術賞
はね だ はじめ

羽田 肇氏

格子欠陥誘起 プロセスによる

高機 能セ ラミックスの開発

セ ラ ミックスの特性は,格 子 欠陥あ る

い は拡散 に強 く依存 してお り,こ れ らを

定量的 に評価 ・解析する ことが材料 設計

の第一歩 となる.羽 田 肇氏 は,多 種多

様 な材料 の格子欠陥 の解析 を行い,そ の

知見 に基づ く高性能 セラ ミックスの開発

を行 い,以 下 の研究成果 を上 げた.① 酸

化物 バルクにおける酸素 の格子 間,空 孔

両欠 陥 の存 在 を示 し,こ れ らが電子 の

p-n変 化 と類似 の現 象 を示す ことを見 い

だ した.こ の現象 を利用す るこ とで無気

孔焼結体 を実現 した.② 粒界 の関 わる研

究では,電 子 セラ ミックスの粒界現象 の

新 しい考え方 を提案 する とともに,高 温

機械的特性 の優 れた構造材料用酸化物 セ

ラミックスの作 製に成功 した.③ 酸化物

セ ラミックス薄膜 における電子伝導度が

非平衡酸素欠陥濃度 に支 配 されるこ とを

明 らか にし,層 状構 造 を有する薄膜材料

形成 に関 し新た な知見 を提示 した.こ れ

らの成果 は日本セ ラミックス協 会学術論

文誌 をはじめ数多 く報告 され,高 く評価

されている.

以上の ように同氏 は,セ ラ ミックスの

欠陥構造解析 に多大 な貢献 をな し,こ れ

に基づ く多 くの材料 プ ロセス開発 を先導

してきた.よ って,日 本セ ラミックス協

会学術賞 に値する もの として推薦する.

略 歴 昭和50年 横浜国立大学工学部応用化

学科卒業,同 年4月 無機材質研究所入所.同

60年 か ら1年 間,仏 国CNRS客 員研究員.同

61年 無機i材質研究所主任研究官.平 成10年

同総合研究官.同10年4月 より九州大学大学

院総合理工学研究院教授併任.同13年 物質 ・

材料研究機構主幹研究員.博 士(工学)(東京工

業大学).
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学術賞
まち だ けんいち

町田 憲一氏

構造および表面を機能化した

希土類材料の創製

大 きな原子,イ オ ン半 径 と4f電 子 で

特徴づ け られる希土類 は,特 異 な物理化

学的性 質を示 し,各 種産業 において不可

欠 な材料 と して活用 されている.こ こで,

材料の機能や性能 はそれ ら自身の形態 と

密接 に関連す る.町 田憲一氏 はこの点 に

いち早 く着 目 し,希 土類化合物の構造 お

よび表面 を高度 に設計 ・制御 した高機 能

でかつ高性能 な材料の創製 を行 うととも

に,形 態 に基づ く材料の開発指針を提示

した.以 下 に主 な業績 を述べる.

①特異 な磁気的,光 学的物性 を示す低

原子価希土類 イオンか らなる新規 酸素酸

塩 を合成す ると ともにその結晶構造 を決

定 し,磁 性材料お よび高輝度蛍光体 とし

ての同材料 の設計指針 を提示 した.

②希土類系金属 間化合物粉末表面 を改

質す ることで,高 性能希土類磁石,窒 素

吸蔵性材料等 の開発 に成功 した.ま た,

希土類錯体 を含 む複合 ガラスが,シ リコ

ン系太陽電池用紫外 一可視光変換,ま た

は室温 で も動作可 能な光化学 ホールバ ー

ニ ング材料 となるこ とを明 らか に した.

以上 の成 果は基礎 はも とよ り実用面で

も高 く評価 され,同 氏 を 日本セ ラ ミック

ス協 会学術 賞に値 する ものと して推薦す

る.

略 歴 昭和52年 新潟大学工学部卒業.同54

年大阪大学大学院工学研究科博士前期課程修

了.同57年 同大学院博士後期課程修了.同57

年北海道大学触媒研究所助手.同63年 同大学

工学部助教授.平 成2年 大阪大学工学部助教

授.同12年 同大学先端科学技術共同研究セン

ター教授.工 学博士.

学術賞
や の とよひこ

矢野 豊彦氏

セラミックスの中性子照射損傷の

微視的構造解析と巨視的特性評価

セ ラミックス を原子 炉 ・核 融合炉材料

として用 いる場合 には,中 性子 照射 に よ

る材料の物性 変化 を考慮 する ことが不 可

欠 である.

矢野豊彦氏 は,中 性子照射 により各種

セラ ミックスに導入 される欠陥の微視的

構造 を解析す るとと もに,欠 陥 と巨視的

な材料特性 の関係 を明 らか にす るな ど,

先駆 的研究成果 を上 げた.以 下 に同氏の

研究業績 の概要 を示す.

① 照射 によ り材 料 に導 入 され る転位

ループの微視 的な構造 を,高 分解能電子

顕微鏡観察 に基づ いて世界 で初めて解明

する とともに,欠 陥生成 に伴 う物理的 ・

機械 的特性 の変化 を明 らかに した.

②照射後 の熱処理 によ り,欠 陥が 回復

する過程 を とらえ,特 性 の回復 は欠陥の

移動度 に主 に影響 されるこ とを示 した.

③ これ らの成果 を踏 まえ,耐 照射損傷

性 に優 れた炭化 ケイ素長繊維強化複合材

料 の新規合成法 を開発 した.

以上の業績は,セ ラミックスを中性子

照射 環境 下 に適用 す る場 合 の指針 を与

え,その利用拡大 に寄与する もの として,

国内外で高 く評価 されている.よ って,

日本セ ラミックス協会学術 賞 に値 する も

の と して推薦す る.

略 歴 昭和50年 東京工業大学工学部無機材

料工学科卒業.同55年 同大学大学院理工学研

究科博士課程無機材料工学専攻修了.同57年

長岡技術科学大学工学部助手,同60年 東京工

業大学原子炉工学研究所助手,平 成4年 同助

教授,現 在 に至る.こ の間,平 成5年6月 ～

6年3月 米国ロスアラモス国立研究所および

英国オックスフォード大学客員研究員.工 学

博士.

進歩賞
あいざわ まもる

相澤 守氏

生体活性テー ラー ドマテ リアルの

創製 と生物学的評価 に関す る研 究

高度医療 ・福祉 の実現 にはそれ を支援

す る生体材料が必要不可欠であ る.相 澤

守 氏 は,そ の ため に は患 者 個 人個 人の

ニーズにあわせ た生体材料 の提供が重要

と考 え,生 体活 性セラ ミックスをベ ース

としたテーラー ドマテ リアルの創製研究

に優 れた成果 を上 げている.以 下 に同氏

の研 究業績 の概 要を示 す.

①生体骨 と力学 的な性 質が類似 した水

酸 アパ タイ ト/ポ リマーのハイブ リッ ド

材料 の作 製に成功 した,② 中空状 の リン

酸 カルシ ウムを用 いるこ とに より高強度

セ ラミックス上 に骨組織 が成長可能 な多

孔 質膜 を成膜 するこ とに成功 した.③ 動

物実験 を通 して上記 二つの材料 が実際 に

新生骨 を形 成する ことを組織学 的所見 か

ら明 らかに した.④ これ らの優 れた生体

活性は,材 料上で優 先的に骨芽細胞 が分

化する ことに基づいている ことを明 らか

にした.

以上の ように同氏の創製 した生体材料

は,生 体材料 の開発 だけで な く広 くセ ラ

ミックスの複合化 プロセスの観点か らも

高 く評価 で きる.よ って,日 本セ ラ ミッ

クス協会進歩賞 に値す るもの と して推薦

す る.

略 歴 平成元年上智大学理工学部卒業.同

3年 同大学院理工学研究科博士前期課程修了.

同年4月 花王(株)入社.同4年 上智大学理工

学部化学科助手,現 在に至る.同9年7月,

同11年12月 名古屋工業技術研究所(現,産 業

技術総合研究所)流動研究貝.同13年9月 よ

り1年 間英国ケンブリッジ大学客員研究員.

博士(工学).
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進歩賞
うえだ かずしげ

植田 和茂氏

ペロブスカイ トの物性解析 と透明p型

伝導性オキ シ硫化物 の発見

植 田和茂氏 は,実 験的お よび理論的 に

酸化物 半導体の電子伝導特牲 を解析 し,

さらにそこで培 った知識 を用い て新規透

明p型 伝 導性 半導 体 を見い だす な ど,

電子 構造 解析 お よび物質探索の研究発展

に寄与 した,以 下に,同 氏 の研究業績概

要を示す.

①n型 伝 導性 を示 す典 型的 な複酸 化

物 チ タン酸 カルシウムの電子構造 を解析

する とともに,不 純物欠陥 と電子輸 送特

性 の関係 を明 らかに した.光 電子分光法

な どに より電子構造 を観察 し,ま たバ ン

ド計算 を行 って その電 子構造 を解釈 し

た.さ らに,電 子ス ピン共鳴実験 を行 っ

て二種類 の電子捕獲 中心 を見いだ し,ド

ナーか らの キャ リア生成 機構 を解 明 し

た.

②短波長で機能す る電子デバイス材料

へ応 用 可能 であ る透明p型 伝 導性 半導

体 を発 見 した.電 子構 造 の視 点か ら,

Cu(1)を 含有す るオ キシ硫化物 において

物質探索 を行い,LaCuOSに おいて透 明

p型 伝 導性 お よび励 起子発光 を見 いだす

に至 った.

以上の ように,同 氏はセ ラミックス材

料 の電子構造解析 を行 うだけでな く,新

規 なセ ラミックス材料 の開発 に も大 きく

貢献 している.よ って,日 本 セラ ミック

ス協会進歩賞に十分値 する もの として推

薦す る.

略 歴 平成3年3月 東京工業大学工学部無

機材料工学科卒業.同5年3月 同学大学院総

合理工学研究科材料科学専攻修士課程修了.

同年4月 宇部興産(株)入社,宇 部研究所勤務

同10年3月 東京工業大学総合理工学研究科材

料科学専攻博士課程修了.同 年4月 同学応用

セラミックス研究所助手,現在に至る.博士(工

学).

進歩賞
ふじ た こう じ

藤田 晃司氏

光機能性を有する希土類イオン

含有ガラスに関する研究

光 メモ リー機能を有 する希土類 イオ ン

ドー プガラス材料 は,光 情報処理系 フ ォ

トニ クスデバイスへ の応用が期待 されて

い る.藤 田晃司氏 は,希 土類イオ ン ドー

プガラス にレーザー光照射や磁場 印加す

ることによ り発現するスペ ク トルホール

バーニ ングお よび ファラデー効果 に対す

る重要 な基礎的知見 を見 いだ している.

その成果の主 なものは,① 従来,動 作温

度 が極低 温 に限 られ ていた スペ ク トル

ホー ルバーニ ング現象を,希 土類 イオ ン

の光化学反応 を利用 して室温 で発現 させ

ることに世界で初めて成功 した.② ガラ

ス物質における低温 での光学遷移 のスペ

ク トル線幅の異常性 を,ホ ールバ ーニ ン

グ分 光法 により従来 に比べ て幅広い温度

範囲で検 出 し,ガ ラス特有 の低周波 フォ

ノンの励起 過程 との関連 を明確 に した.

③ メスバ ウアー分 光法 を用い てEu2+を

高濃度に ドープ したガラスの電子状態 を

明 らかに し,可 視域 で大 きなファラデー

効 果を示 すガラス材料 の設計指針 を提示

した.こ れ らの成果 は,今 後期待 され る

新規 フ ォ トニクス ガラス材料 の開発 に指

針 を与 える とともに,ガ ラスの基礎科学

的に も重 要な知見で あ り,日 本セ ラ ミッ

クス協会進歩賞 に値す るもの と して推薦

する。

略 歴1994年 京都大学工学部工業化学科卒

業,1999年3月 同大学大学院工学研究科博士

後期課程修了,博 士(工学),日 本学術振興会

特別研究員を経て1999年8月 より京都大学大

学院工学研究科材料化学専攻助手.

進歩賞
ぺに の やすひご

紅野 安彦氏

重元素系ガラスの熱物性と結晶化

を伴う光機能発現に関する研究

重元素酸化物を主成分とするガラス

は,屈 折率や赤外透過性等の光学特性で

優れた性質を示し,適 切な熱処理で得ら

れる結 晶相 には,優 れた誘電特性や非線

形光学特性 を示す ものが見 いだ されてい

る.紅 野安彦氏 は,ガ ラスの結晶化 によ

る光機 能性 の発 現 と高機 能化 を 目的 と

し,対 象 ガラス系 に対す る詳細 な熱物性

測定 を行 った上 で,種 々の結晶化 プロセ

スか ら光機 能性結晶化 ガラスの作製 と物

性 評価 に関す る以下 の研 究 を進め て き

た.① テルライ ト系お よびビスマス系 ガ

ラスを対象 として,種 々の熱履歴 を与 え

たガラスの転移温度領域での比熱 と粘度

を測定 し,緩 和挙動 をモデル計算 との比

較 に基づ いて詳細 に調査 した.② テル ラ

イ ト系透明結晶化 ガラスの光第2高 調波

発生 は,析 出結晶相の格子歪 に依存 し,

結晶化 に伴 って表面層 に生 じる応力が非

線形性 に関与す ることを指摘 した.③ 精

密 に温度制御 された熱処理 による結晶化

に加 えて,レ ーザー光照射 による局所過

熱 と結晶化 による構造固定の手法で,新

規結 晶化 ガラスの安定 な光機能 を発 現 さ

せ た.同 氏の ガラスの熱物性 と光機 能発

現 に関す る以上の研究 は日本セ ラミック

ス協会進歩賞 に値 す るもの として推 薦す

る。

略 歴 平成2年3月 京都大学工学部工業化

学科卒業.同4年3月 京都大学大学院工学研

究科工業化学専攻修士課程修了.同6年4月

日本学術振興会特別研究員.同8年3月 京都

大学大学院工学研究科工業化学専攻博士後期

課程修了.同 年4月 長岡技術科学大学助手.

工学博士.
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進歩賞
む とう ひろゆき

武藤 浩行氏

構造用 セラ ミックスの高温 変形挙 動

武藤浩行氏 は,粒 界相 を有 する2相 系

多結 晶セラ ミックス,お よび超塑性 セラ

ミックスの高温 変形機構 に関する理論 と

実験 的検証 に関する独創 的な研究成果 を

国内外 に公表 してきた.同 氏の研 究業績

概要 を次 に示す.

①2相 系多結晶セ ラミックスの高温 変

形 に関す る研究=高 温での時間依存型大

変形(高 温粘弾性変形)の 定量化 で不可欠

なせ ん断変形付加の可能な新規試験装置

を設計開発す るとともに,こ れを用 いて,

2相 系固有 の変 形 と流動 挙動 を実験的 に

定量化 した.ま た,粒 界液相 を有す る多

結晶体 の変形 と流動機構 のモデル化 に成

功 した.こ れ らの成果 は,従 来 の古典的

拡 散 ・転位理 論 と一線 を画す るものであ

り,多 結 晶セラ ミックスの高温変形研究

に多大 の貢献 をする もので ある.

②超塑性 セラ ミックスの高温変形 に関

する研 究:同 氏 が提案す る 「超塑性」の

定 義(構成 焼結 粒 の塑性 変形 を伴 わず,

かつネ ッキングを生 じない巨大変形 と流

動)を 定量 的に説明 し得 る理論,モ デル

は皆無 といってよい.こ の課題 を解決す

るためのモデル化 とその実験的検証で,

同氏 は極 めて新規性 のある研究成果 を公

表 して きた.「協 調粒界 すべ り」機構 を

提案 し,そ のモデル化,モ デ ル実験,実

験的検証 を行 った.研 究成果 は,多 結 晶

セラ ミックスがいか に して巨大変形 を示

し得 るか を明快 に説明す るものである.

これ ら一連の研究 は国際的 にも高 く評

価 されてお り,日 本セ ラミックス協 会進

歩賞 に値す るもの と して推薦す る.

略 歴 平成5年3月 豊橋技術科学大学工学

部物質工学課卒業.同7年3月 豊橋技術科学

大学大学院工学研究科修士課程物質工学専攻

修了.同9年3月 豊橋技術科学大学大学院工

学研究科博士後期課程機能材料工学専攻修了.

同9年4月 豊橋技術科学大学物質工学系助手,

工学博士.

技術賞
いな だ かつ み

稲田 勝美氏

結晶化ガ ラスフェル ールの開発 と

工業化

従来,結 晶化 ガラスの線引 き成形 には

線引 き中の失透,お よび結晶化に伴 う寸

法変化 とい う宿命的課題があ ったが,稲

田勝美氏 らグループはあ らか じめ結 晶化

させ たプリフォームを線引 きす るとい う

世界 に例の ない方法 によって課題 を解決

し,サ ブ ミクロンレベルの寸法精度 を有

す る結晶化 ガラス毛細管の連続生産技術

を可能 に した.本 技術の特徴 は,① 結 晶

相 を維持 した まま線引 き成形 が行 え,線

引 き後 に優れ た機械的特 性 を発現す る新

規結晶化 ガラス材質 を開発 したこ と,②

高精度連続線引 き成形の各種 制御計測技

術 を含む プロセス技術 を開発 したこ とに

あ る.

同氏 らグ ループ は本技 術 を光 ファイ

バー接続 部品製造に適用 するため,材 質

並びにプロセスの一層 の最適化 を図 り,

高性 能で安価な光 コネクター用 フェルー

ルの実用化 に成功 した.2000年 出荷 開

始か ら数 万個/月 の実績 を示 し,生 産規

模 は年々飛躍的 に増大 しつつある.

以上,本 業 績 は結 晶化 ガ ラス の精密

線引 き成形 とい う従 来技 術 の限界 を超

え た領域 を開拓 し,光 通 信部 品 の低 価

格化 を通 じた経 済的効 果 をもた らした.

よっ て,日 本 セ ヲ∵ミツクス協 会技術 賞

に値 する もの として推薦す る.

略 歴 昭和46年 京都大学工学部工業化学科

卒業.同 年4月 日本電気硝子(株)入社.同56

年原子力室にて高レベル廃棄物ガラス固化用

セラミックメルタの開発に従事.同61年 より

電子部品事業部にて光通信用球 レンズ,ガ ラ

ス毛細管等の開発に従事.平 成10年 取締役電

子部品事業部長,同12年 同電子部品事業本部

長.
たけ うちひろかず さか

同 グルー プの メ ンバ ー 竹 内 宏和,坂
もとあきひニ

本明彦

技術賞
た じま よう

多島 容氏

高信頼性窒化ケイ素材料の開発

針状組織を発達させた高靱性窒化ケイ

素材料は,そ の高い破壊抵抗性からセラ

ミック工具用材料として世界中で最も幅

広 く使用 されている.多 島 容氏 らの グ

ループは,窒 化 ケイ素 の微構造 と機械的

特性 の相 関性 に着 目 した研究 をもとに,

耐欠損性 と耐摩耗性 をバ ランス させ た窒

化 ケイ素工具 を平成5年 に,焼 結助剤 を

極力低減 させ るこ とによって耐摩耗性 を

向上 させ た窒化 ケイ素工具 を平成9年 に

それぞれ商 品化 した.こ れ らの商品は切

削油 の削減 に有効で ある高速 ドライ切削

を可能 とし環境負荷低減 にも貢献 してい

る.ま た,デ ィーゼ ルエ ンジン用の タペ ッ

ト摺動部品 のセラ ミック化 に挑戦 し,耐

摩耗性 に優れ る窒化ケ イ素 を用いる こと

でその商品化 に成功 している.さ らに,

同グループは本技術 を焼結が難 しい とさ

れ る窒化 ケイ素 ミニチュ アベ ア リング

ボールへ も展開 し,真 球度の高いボール

を開発 した.こ れ はハー ドデ ィスク用窒

化 ケ イ素 ベ ア リン グボール と して,平

成10年 に世界で初 めて実用化 された.

以 上 の よ うに,同 グ ループが 果 た し

た窒化 ケ イ素材 料分 野 にお ける業績 に

は顕 著 な もの があ り,日 本 セ ラ ミック

ス協 会技 術 賞 に値 す る もの と して推 薦

す る.

略 歴1975年 東京工業大学工学部無機材料

工学科卒業.同 年 日本特殊陶業(株)入社.窒

化ケイ素セラミックの研究開発に約12年 間携

わった後,半 導体搭載用オーガニック基板開

発,LTCC電 子部品開発に従事.現 在,同 社

情報通信関連事業本部 ・電子部品事業部 ・技

術部部長代理.1982年Ph.D.(米 国MIT).
はつとりよしのり うら

同 グ ルー プの メ ンバ ー 服 部善 憲,浦
しまかずひろ まつばら かつら

島和浩,松 原 桂

セラミックス37(2002)No,4245



技術賞
ひら の まさひろ

平野 昌弘氏

バ イオア クテ ィブ骨ペース ト 「バ イオ

ペ ックス」の開発 ・商品化

整形外科領域 において,疾 患 や外傷 に

よ り生 じた骨欠損 にセラ ミックス人工骨

な どの人工材料 を補填 するこ とが広 く行

われている.し か し,セ ラミックス人工

骨 は穎粒 また はブロック状 の 自形 を有す

るため,これ らを羅患部 に補填するには,

欠損部の形 に合 った製品 を選ぶ必 要があ

る.そ の場合で も術時その外 形 を加工 す

る必要が多 く,ま た,あ る程度 大 きな手

術侵襲 を避 けることがで きなかった.こ

のため,ペ ース ト状で注射器な どを用 い

て注入 で きる骨補 填材 が待 望 され て き

た.

この ような背景下,平 野昌弘 らは鋭意

研究 を重 ね,無 機材質研究所(当 時)の 門

間が発 明 した α型 リン酸3カ ル シウム

を主成分 とす る リン酸 カルシウムセ メン

トを独 自に改 良 した粉剤 と,コ ン ドロイ

チ ン硫酸 ナ トリウム,コ ハ ク酸ナ トリウ

ム を主成分 とす る液剤か らなるペース ト

状 人工骨 「バ イオペ ックス」 を開発,商

品化 に成功 し,整 形外科領域 に新風 を吹

き込 んだ.

以上 の ように同氏 らは日本セ ラ ミック

ス協 会技術 賞に値す る もの として推薦す

る.

略 歴1982年3月 東京大学大学院理学系研

究科鉱物学専攻修士課程修了.1982年4月 三

菱鉱業セメント(株)(現,三菱マテリアル(株))

入社.1982年10月 中央研究所配属.生 体材

料の研究に着手し,今 日に至る.2001年7月

より,生 体材料事業推進グループ副グループ

長.
たけうち ひろやす

同 グループの メンバー 竹 内 啓泰

技術賞
ひろ た しんいちろう

広田 慎一郎氏

ガラスモール ドレンズの生産技術 の

開発

広 田慎一郎氏 らは,一 発 プレス成形の

研 究 開 発 に着 手 し,形 状 精 度0.1～

0.2μmの 高精 度 を持 つ 非球 面 レンズ作

製の量産化 に成功 した.以 下,主 な業績

を要約する.① 成形型材料 として,高 温

耐久性 ・緻密性 ・超精密加工性 に優れた

点で有望 であるが,軟 化 ガラスが融着 し

やすいSicを,そ の表面 に炭素薄膜 を設

けて融着 を防止 する技術 を一気 に進展 さ

せた。② 型構造 ・プ レス成形条件 な どを

検討 し,高 い表面精度 を得 る技術 を見い

だ した.③ そ して,プ リフ ォームを入れ

た成形型 を トンネル炉内に次 々 と送 り込

み加熱 ・加圧 ・冷却 を行 う生 産性 の高 い

方 式 の プ レス マ シ ン を 開発 した.④

HOYAで は表面 欠 陥の ない熱 間 成形 プ

リ フォー ム を作 る技術 を開発 してい た

が,そ の プレスや プリフォーム成形に適

した ガラス組 成 の開発 推進 に も貢献 し

た.⑤ 成形の難 しい凹 メニスカス レンズ

などの大量生産の要望 に応 えられる よう

に,新 しい プレス技術 お よびプ レスマ シ

ンを最近完成 させた.

今 日,非 球面 レンズ は光学 系 の高性

能 ・コンパ ク ト化 に不可欠であ り,今 後

ます ます大 きな産業 となることは間違い

が ない.そ の 中で本技術の果たす役割 は

極 めて重要で,技 術賞 にふ さわ しい.

略 歴 昭和46年 東北大学大学院理学研究科

修士課程修了.同 年(株)保谷硝子(現,HOYA

(株))入社.技 術研究所所属.同56年 か らガ

ラスモールド技術の研究開発を担当.同63年

事業化に伴い,光 学事業部MO部 製造課長.

その後,開 発部MO開 発課長,DMOプ ロジェ

クトリーダーを経て,平 成12年 からオプティ

クス事業部光学 レンズ製品部技術開発部長.
ふじもとただゆき う の

同グループのメンバー 藤本忠幸,宇 野
けん ざわ だ ひろゆき

賢,澤 田浩之

技術賞
ほうじよう あきみち

北條 顕道氏

ホ ウ化物 系エンジニア リング

セラ ミックスの開発 と実用化

ホウ化物系 セラ ミックスの多 くは,共

有結合1生が強 く難焼 結材料 である ことか

ら,常 圧焼結 法を用 いての大 型かつ複 雑

な形状 を持つ緻密質 ホウ化物焼結体の作

製 は困難で あるとされ てい た.

そのような状況 にお いて,北 條顕道氏

らは,研 究 開発 に逼進 し,高 強度 ・高硬

度 かつ高電気伝導性 な どの優れ た特性 を

有 する緻密 質のホウ化 チタ ン常圧焼結体

の量産技術 を世界 で初 めて確立す ること

に成功 した.特 に,同 氏 らが確立 した新

技術 は,大 型複雑形状 品の作製 を可能 と

してお り,そ の工業化技術 の確立 は決 し

て,平 坦な ものではなかった と容易 に推

察 される.そ して,こ の新技術 に関 して

権利化 され た特 許 は,国 内外 で20件 を

超 え,エ ンジニア リングセ ラミックスの

有用性な らび に用途拡大 を広 く世に知 ら

しめ ることにも成功 した.実 際に,本 技

術 による工業製品 は,め ざましい量 産 ・

販売実績 を上げてお り,用途 によっては,

余材 に代 える ことがで きない状況 を も作

り出 してい る.

この ように,本 技術 は,産 業界 ひいて

は社会 に多大 なる貢献 が認 め られる こと

よ り,日 本セ ラミックス協 会技術 賞 にふ

さわ しい もの と確 信 し,こ こに推薦 する.

略 歴 昭和40年 東京大学工学部物理工学科

卒業.同45年 東京大学工学博士.東 京芝浦電

気(株)(現,(株)東 芝)入社.総 合研究所(現,

研究開発セ ンター)電子部品研究所長等を経

て,平 成4年 東芝セラミックス(株)開発研究

所長.同7年(株)東 芝ULSI研 究所長.同10

年東芝セラミックス(株)取締役,同12年 常務

取締役。現在,同 社取締役上席常務.
むらまつふみ お まつした

同グループのメンバ ー 村松文雄,松 下
じゆんいち

純 一(東 海大 学)
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技術賞
よどがわ まさただ

淀川 正忠氏

高性能酸化亜鉛 バ リスターの開発 ・

工業化 とその粒界現象 の解 明

淀 川正忠氏 は酸化亜 鉛 酸化 プ ラセオ

ジム系バ リス ターの開発,製 品化 に取 り

組 み,家 電 ・産業機 器 用 高安 定バ リス

ター,自 動車用 高エネルギー耐量バ リス

ターの工業化 を成功 させ た.ま た,酸 化

亜鉛バ リス ターの粒界機構 の解明 にも貢

献 した.以 下に同氏 の研究業績概要 を示

す.

① 酸化亜鉛 一ビスマ ス系 のバ リス ター

で問題 となっていた電圧印加 による非対

称 劣化 を本 開発組成系 で解決 し,高 安定

バ リス ターの開発 に成功 した.

② 液相焼結 と焼成雰囲気制御 によ り平

均 径100μmの 結 晶成長 を実現 し低電圧

高エネルギー耐量の 自動車用バ リス ター

の開発 に成功 した.

③酸 化亜鉛一希土 類系 のバ リス ターの

粒 界 を初め て透過 型電 子顕 微鏡 で観察

し,バ リス ター現象が二重 ショッ トキー

障壁 による可能性 を提示 した.

④バ リス ター特性の発 現 ・消滅 が添加

物 と して 必 須 と され る コバ ル トイ オ ンの

酸 化 状 態 の 変化 に よ る二重 シ ョ ッ トキ ー

障 壁 の 生成 に よる こ と を提 唱 した.

以 上 の よ う に,同 氏 の 業 績 は 日 本 セ

ミ ッ クス協 会技 術 賞 に値 す る もの として

推 薦 す る.

略 歴 昭和45年3月 慶鷹義塾大学大学院工

学研 究科修士課程修 了.同 年4月TDK(株)開

発研 究所勤務.そ の後 セ ラミック研究 部,セ

ラミック事業部,電 子部 品事 業本部等 を経 て

現在,同 社基礎材料研究所主幹研 究員.そ の間,

PTCサ ー ミス ター,酸 化 亜 鉛 バ リス ター,

NTCサ ー ミス ター等 の 開発 ・事業 化 に携 わ

る.

技術奨励賞
かわ い しゆ う じ

川合 秀治氏

セラ ミックス練土の可塑性発現

メカニズムおよびその制御法の研 究

セ ラ ミックス産業において,成 形は重

要 な工程であ るが,制 御 因子であ る可塑

性の評価 は,経 験 や勘 に頼 る部 分が多 く

定量的評価は遅れていた.粘 土 の可塑性

については表面修飾イオ ンな どミクロな

状態 に目が向け られていたが,川 合秀治

氏 は,マ クロ的な視点か ら,練 土充填構

造 に着 目する ことで,陶 磁器 か らファイ

ンセ ラミックス に至る様 々な練土 に対応

で きる新 しい可塑性発現 メカニズ ムを名

古屋工業研 究所(現,産 業技術総 合研究

所)と 共 同で提案 し,そ の制御法 を開発

した.

これ らは,学 術 的意義 のみならず,工

業技術上以下 に示 す成果 に繋が る.

① 可塑性 の発現 メカニ ズムは,工 程問

題の解 決や調合設計 に役立つ定量的可塑

性評価 を可能 に した.

② 陶磁器 とフ ァインセ ラ ミックス にお

ける可塑性 を同価 のもの と して総合的 に

取 り扱 える評価法 と した.

③食 品添 加物 な どの新規 分野 にお い

て,可 塑性 付 与材 開発 の ため の有効 な

方向 を示 した.

④低 品位 原料 に可塑 性 を付与 す るた

め の基礎 技術 と して期 待 され,原 料枯

渇 対策 や資源 の有 効利 用へ の波 及効果

が考 えられ る.

以 上 の よう に,セ ラ ミックス技 術 の

進展 に貢 献す る もの で あ り,日 本セ ラ

ミックス協 会技 術 奨励 賞 に値 す る もの

と して推薦す る.

略 歴 平成元年名古屋工業大学大学院工学

研究科物質工学専攻修了.同 年(株)INAX入

社.陶 器質タイルを中心とした建材の製造技

術開発,練 土可塑性の研究,調 湿建材などの

機能材料の開発に従事.現 在,同 社建材技術

研究所窯業技術研究室主事.

技術奨励賞
きたおか さとし

北岡 諭氏

構造用セラミックスの界面反応制御に

よる特性改善

北 岡 諭氏 は,界 面反応制御の観点か

ら構造用 セラ ミックス の特性改善 を図る

ための研究 に精力的 に従事 してきた.例

えば,次 世代 ガス タービン用先端材料で

ある長繊維強化 セラ ミックス において濡

れ性 の向上 と界面反応の制御 を同時に達

成す ることによ り機械特性 を大幅 に改善

した こ と,チ タ ン酸 アル ミニ ウム セ ラ

ミックス表面 に密 着性 に優 れ る緻密 な

MgAl203保 護 膜層 をin.situ生 成 させ,

アル ミニウム合金溶湯 に長期間耐用 し得

る耐火物 を開発 したこと等成果を上 げて

きた.

この ように,幅広い分野 を対象 として,

そこで起 きてい る現象 を横 断的かつ普遍

的 な切 り口で解析 し,特 性 改善 のための

指針 と検証 を行い,工 業製品 として産 業

界 に展開する ことに成功 している こと,

さらに,ト ライボ ロジーの ような体系化

が非常 に難 しい学際的分 野において も界

面反応制御 の概 念 を基 に材料設計 や運用

指針 の確 立 に努 力 してお り,学 術上,

工業上寄 与する ところが極めて大 きい.

よっ て,日 本 セ ラ ミックス協 会技術 奨

励賞 に値 する もの として推薦 する.

略 歴 昭和61年3月 早稲田大学理工学部応

用化学科卒業.同63年3月 早稲田大学大学院

理工学研究科応用化学専攻博士前期課程修了.

同年4月(財)フ ァインセラミックスセンター

入所.平 成6年9月 名古屋大学大学院工学研

究科博士後期課程修了.主 任研究員.リ サー

チマネージャー.工 学博士.
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技術奨励賞
ながさわ ひろゆき

長澤 弘幸氏

無欠陥 ・大面積の立方晶炭化

ケイ素基板製造技術の開発

電力需要の増大,電 気 自動車や燃料電

池の導入等 に伴い,小 型 ・低損失で高温

動作 ・高耐圧の半導体 素子が求め られ,

シ リコンに替 わ り炭化 ケイ素(SiC)が 注

目されてい る.従 来,Sic単 結晶 は昇華

法 によ り合成 されて きたが,マ イクロパ

イプ等貫通欠 陥が存 在する こと,ま た2

インチサ イズ しか入手 で きないこ とか ら

パ ワー デバ イス応用 におい て は問 題が

あっ た.こ れ に対 し,長 澤 弘 幸 氏 は

CVDに よるSi基 板上へ の高 速ヘ テロエ

ピタキシャル成長法 に着 目し,従 来の結

晶欠陥 を全 く含 まない,6イ ンチサイズ

のセルフス タンデ ィング大 型基板 が製造

で きる技術 を開発 した.本技術 の特徴 は,

Si基 板 の表面 にア ンジュ レー シ ョン加

工 を施 す こ とに よ り,Sic/Si界 面 に発

生 した面欠陥 を互い に会合消滅 させる欠

陥解 消法,お よび3c-Sicの 高 速成長法

にあ り,技 術の ブレー クスルー として学

会で も高 く評価 されている.現 在,素 子

特性評価の段 階であるが,こ の基板 を用

いた半導体素子へ の製 品化 の期待 は非常

に大 きい.

以上,同 氏の研 究は高効 率SiC半 導体

の開発 に顕著な進歩 を与 える と評 価で き

る.よ って,日 本 セラ ミックス協 会技術

奨励賞 に値する もの として推薦 する.

略 歴1987年 東海大学大学院工学研究科電

子工学専攻修了.同 年4月(株)東 芝入社,半

導体事業本部にて半導体リソグラフィープロ

セス開発1989年10月HOYA(株)入 社,X

線 リソグラフィー用マスク開発を経て,SiC

半導体材料の研究開発 に従事.プ ロジェク ト

リーダー・.1997年工学博士.

技術奨励賞
ふかさわ たかゆき

深澤 孝幸氏

配向気孔 を有す るセラ ミックス

多孔体の製造技術に関する研究

近 年 エ ネルギ ーや環境 の分 野 にお い

て,セ ラ ミックス多孔体が注 目されてい

る.特 に開気孔 を有す る多孔体 は環境 ビ

ジネスにおいて重要であ り,排 ガス フィ

ル ターや触媒等の担持体 として活用が期

待 されている.こ の ような材料 には気孔

を高度 に制御 し高い通気性 と実用 に耐 え

得 る強度が必要 とされてい る.深 澤孝幸

氏は,こ のような目的で用い るセ ラミッ

クス多孔体 に配向す る貫通気孔 を作製す

る技術 を開発 した.こ れ によ.り同等の気

孔率 を有す る多孔体 に比べ桁違い に低い

圧損 ・実用強度 を実現 した.基 本原理は

水系ス ラリーの凍結乾燥 プロセス による

氷 の昇華痕 を気 孔 に活用 す るこ とにあ

り,気 孔率 と気孔径 の高精度制御 を可能

にした ものである.こ の方法 は従来 のセ

ラミックス製造技術 を活用 でき,ま た,

いかなるセ ラミックスに も適用 で きると

い う特長がある.深 澤孝幸氏 は本技術 を

アル ミナ,窒 化 ケ イ素 な ど種々 のセ ラ

ミックスに適用 し,そ れぞれ に特徴的 な

気孔構造 を実現 してい る.本 技術 は,21

世紀 の重 要課題であ る環境問題解決への

足掛 か りを示 したものであ り,日 本 セラ

ミックス協会技術奨励賞 に値す る もの と

して推薦 する.

略 歴 昭和60年3月 東北大学工学部機械工

学科卒業.同62年3月 同大学院工学研究科修

了.同 年4月(株)東 芝総合研究所超LSI研 究

所入社.平 成2年10月 同金属セラミックス研

究所研究員.平 成11年 から2年 間ファインセ

ラミックス技術研究組合研究員.現 在,研 究

開発 センター給電材料 ・デバ イスラボ ラト

リー研究主務.

功績賞
ふくなが あき お

福永 昭夫氏

陶磁器製品の安全性向上に関する

技術開発と地域産業への貢献

福 永 昭夫 氏 は,1971年 長 崎県窯 業試

験場 に勤 務 して以 来,安 心 して使 える上

絵の具の開発 に取 り組んで きた.食 器 は

食品衛生法の規 制 を受 け,規 制 に適合す

るか どうか は,企 業の存 立 に関わる重要

な問題であ る.特 に有鉛絵 の具 に よる絢

燗豪華 な上絵 を施す肥前磁 器に とって,

鉛 の溶 出規制は大 きな問題であった.同

氏 は1972年 に研究 を開始 し,1987年 に

肥前上絵の特徴であ る透明感 と光沢 を有

し,鉛 溶出量が半分以下の絵の具 を開発

した.1992年 には使 いやす さと色 数 を

改 良 した 「なが さき和絵具」の商品化 に

成功 し,既 に約3万tが 出荷 されている,

技術力 の乏 しい中小企業 に替わ って,規

制値 に適合す る絵 の具 を開発す ることは

公 設試 の本務で あるが,開 発 され た製品

が長年利用 される例 はあま り多 くな く,

ここに同氏 の開発 した絵 の具の優秀 さが

示 されている.同 氏 は より使い やす い和

絵の具の開発研 究を続 ける一方 で,業 界

団体 と共同で定期的に鉛 溶出調査 と技術

指導 を行い,安 全 な食器の供給 に努力 し

ている.こ の ように,肥 前地区窯業界 に

対 して同氏 の果た した技術的貢献 は大 き

く,日 本 セラ ミックス協会功績賞 に値す

る ものである.

略 歴 昭和41年3月 佐賀大学文理学部化学

課程卒業.同 年4月 深川製磁(株)入社,技 術

開発部勤務 同46年4月 長崎県窯業試験場

(現,長 崎県窯業技術センター)勤務,同60年

4月 試験科長,平 成4年 材料開発科長,同10

年4月 次長兼材料開発科長.
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功績賞
みやもと ひろ き

宮本 大樹氏

セラミ ックスの低 コス ト成形法,ナ ノ複

合材料 の開発 実用化 および技術の普及

宮本大樹氏 は,大 阪府立産業技術総合

研究所 に奉職 以来30年 にわた りファイ

ンセ ラ ミックスの研究 開発 ・企業への技

術指導に従事 し,以 下の業績 を上 げた.

① ス リップ キャス ト成形 の適 用 に よ

る,信 頼性 の高 い ファイ ンセラ ミックの

開発 と,企 業 での商品化,お よびワック

ス系バ イ ンダーを用 いた低圧射出成形法

の開発 を行 った.

②水溶液か らの共沈法 によるアル ミナー

ジルコニア系高強度 ナノ複合セ ラミック

スの開発,お よびこれを用いたベア リン

グ鋼 に匹敵す る高疲労強度の,セ ラミッ

クベ アリングの 開発 に成功 した。

③短繊維複合化 によるゼ オライ トハニ

カムの押出成形法 の開発 と,中 小企 業 と

の共同研究 によ りプラスチ ックペ レッ ト

の乾燥 システムへ の適用 に成功 した.

④ 近 畿 地 域 の 技 術 交 流 組 織 で あ る

ニューセ ラミックス懇話会の事務局 を担

当 し,研 究会やセ ミナー等 を通 じてセラ

ミックス技術の普及や交流 に多大の貢献

を した.

このように,同 氏 は高性能セ ラミック

スの研究開発,製 品化,中 小企 業への技

術指導 ・技術交流等の多岐の分野にわた

り,そ の功績は顕著であ り,功 績 賞に十

分 な業績 を残 された.

略 歴 昭和39年 京都大学理学部化学科卒

業.同44年 同理学研究科博士課程単位取得退

学.同 年大阪大学産業科学研究所助手.同46

年大阪府立工業奨励館(現,大 阪府立産業技術

総合研究所)研究員.同52年 主任研究員.
ニューセラミックス研究室長,無 機新素材研

究室長,フ ァインセラミックスグループリー

ダを経て現在,同 グループマネージャー.理

学博士(京都大学).
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